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この度は，統合開発環境 CubeSuite+をご使用いただきまして，誠にありがとうございます。 

この添付資料では，本製品をお使いいただく上での制限事項および注意事項等を記載しております。ご使用の前に，必

ずお読みくださいますようお願い申し上げます。 
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第1章  対象デバイスについて 

V850 コード生成がサポートする対象デバイスに関しては，以下の通りです。 

V850ES/Jx3 用コード生成 V1.00.01 がサポートするデバイス一覧 

愛称 デバイス名 

V850ES/JG3 μPD70F3739, μPD70F3740, μPD70F3741, μPD70F3742 

V850ES/JJ3 μPD70F3743, μPD70F3744, μPD70F3745, μPD70F3746 

V850ES/JC3-L 
μPD70F3797, μPD70F3798, μPD70F3799, μPD70F3800, μPD70F3838, 

μPD70F3801, μPD70F3802, μPD70F3803, μPD70F3804, μPD70F3839 

V850ES/JE3-L μPD70F3805, μPD70F3806, μPD70F3807, μPD70F3808, μPD70F3840 

V850ES/JF3-L μPD70F3735, μPD70F3736 

V850ES/JG3-L 
μPD70F3737, μPD70F3738, μPD70F3792, μPD70F3793 

μPD70F3794(USB), μPD70F3795(USB), μPD70F3796(USB) 

V850ES/Jx3 用コード生成 V1.00.01 の設計資料 

資料名 資料番号 

U18708JJ2V0UD00 

V850ES/JG3 ユーザーズ・マニュアル 
U18708EJ2V0UD00 

U18376JJ3V0UD00 

V850ES/JJ3 ユーザーズ・マニュアル 
U18376EJ3V0UD00 

U18952JJ2V0UD00 

V850ES/JF3-L ユーザーズ・マニュアル 
U18952EJ2V0UD00 

U18953JJ5V0UD00 

V850ES/JG3-L ユーザーズ・マニュアル 
U18953EJ2V0UD00 
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V850ES/Jx3-E 用コード生成 V1.00.01 がサポートするデバイス一覧 

愛称 デバイス名 

V850ES/JH3-E 
μPD70F3778, μPD70F3779, μPD70F3780, 

μPD70F3781, μPD70F3782, μPD70F3783 

V850ES/JJ3-E μPD70F3784, μPD70F3785, μPD70F3786 

V850ES/Jx3-E 用コード生成 V1.00.01 の設計資料 

資料名 資料番号 

U19601JJ2V0UD00 
V850ES/JH3-E, V850ES/JJ3-E  

ユーザーズ・マニュアル U19601EJ2V0UD00 

 

 

V850ES/Jx3-H 用コード生成 V1.00.01 がサポートするデバイス一覧 

愛称 デバイス名 

V850ES/JC3-H 
μPD70F3809, μPD70F3810, μPD70F3811, μPD70F3812, μPD70F3813 

μPD70F3814, μPD70F3815, μPD70F3816, μPD70F3817, μPD70F3818, μPD70F3819

V850ES/JE3-H μPD70F3820, μPD70F3821, μPD70F3822, μPD70F3823, μPD70F3824, μPD70F3825

V850ES/JG3-H μPD70F3760, μPD70F3761, μPD70F3762, μPD70F3770 

V850ES/JH3-H μPD70F3765, μPD70F3766, μPD70F3767, μPD70F3771 

V850ES/Jx3-H 用コード生成 V1.00.01 の設計資料 

資料名 資料番号 

V850ES/JC3-H, V850ES/JE3-H 
 ユーザーズ・マニュアル 

U20153EJ1V0UD00 

U19181JJ3V0UD00 
V850ES/JG3-H, V850ES/JH3-H 

ユーザーズ・マニュアル U19181EJ3V0UD00 
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V850ES/Sx3-H 用コード生成 V1.00.01 がサポートするデバイス一覧 

愛称 デバイス名 

V850E/SJ3-H 

μPD70F3474, μPD70F3475, μPD70F3476, μPD70F3477, μPD70F3478, μPD70F3479, 

μPD70F3931, μPD70F3932, μPD70F3933, μPD70F3934, μPD70F3935, μPD70F3936, 

μPD70F3937, μPD70F3938, μPD70F3939 

V850E/SK3-H 

μPD70F3480, μPD70F3481, μPD70F3482, 

μPD70F3486, μPD70F3487, μPD70F3488, 

μPD70F3925, μPD70F3926, μPD70F3927 

V850ES/Sx3-H 用コード生成 V1.00.01 の設計資料 

資料名 資料番号 

U19201JJ3V0UD 

V850ES/Sx3-H ユーザーズ・マニュアル 
U19201EJ2V0UD 
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第2章  ユーザーズ･マニュアルについて 

本製品に対応したユーザーズ･マニュアルは，次のようになります。本文書と合わせてお読みください。 

 

マニュアル名 資料番号 

CubeSuite+ V1.00.00 V850 設計編 
R20UT0549JJ0100 

CubeSuite+ V1.00.00 メッセージ編 R20UT0407JJ0100 
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第3章  アンインストール時の選択キーワード 

本製品をアンインストールする場合は，2 つの方法があります。 

・統合アンインストーラを使用する(CubeSuite+自体をアンインストールする) 

・個別にアンインストールする(本製品のみをアンインストールする) 

 

個別にアンインストールを行なう場合，コントロールパネルの 

・「プログラムの追加と削除」(WindowsXP の場合) 

・「プログラムと機能」(Windows Vista, Windows 7 の場合) 

から，「CubeSuite+ Code Generator for V850」を選択してください。 
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第4章  注意事項 

本章では，V850 コード生成 の注意事項について説明します。 

4.1 注意事項一覧 
該当するコード生成 

V
850E

S
/JX

3 

V
850E

S
./Jx3-E

 

V
850E

S
/Jx3-H

 

V
850E

/S
x3-H

 

No. 内容 

V
1.00.01

V
 1.00.01

V
1.00.01

V
1.00.01

1 UARTAまたはUARTCのLIN-bus機能対応について ○ ○ ○ ○ 

2 USBファンクション機能対応について ○ ○ ○ ／ 

3 IICの拡張コード、マルチマスタ、ウエイク・アップ機能対応について ○ ○ ○ ○ 

4 IICのスレーブ送信時の動作について ○ ○ ○ ○ 

5 イーサネット・コントローラ機能対応について ／ ○ ／ ／ 

6 IEBusコントローラ機能対応について ／ ／ ／ ○ 

7 CANコントローラ機能対応について ／ ○ ○ ○ 

 ○：対象項目，／：機能対象外 
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4.2 注意事項詳細について 
4.2.1 UARTAまたはUARTCのLIN-bus機能対応について 

 

コード生成は，UARTAまたはUARTCのLIN- bus機能に対応していません。 

 

4.2.2 USBファンクション機能対応について 
 

コード生成は，USBファンクション機能に対応していません。 

 

4.2.3 IICの拡張コード、マルチマスタ、ウエイク・アップ機能対応について 
 

コード生成は，シリアル・インタフェースIIC0の拡張コード、マルチマスタ、ウエイク・アップ機能に対

応していません。 
 

4.2.4 IICのスレーブ送信時の注意 
 

スレーブ送信時にマスタ受信が最終データ受信後にACKを返さない場合、実際のスレーブ送信処理が終了

していてもエラーAPIのIICn_SlaveErrorCallback(MD_NACK)がコールされます。そのため、プログラムが

正常終了しません。 

【回避策】 

通信相手のマスタが最終データ受信後にACKを返さない場合はIICn_SlaveHandler内を下記のように変更

してください。(最終データ送信後にACKをチェックしないようにします。下図はシリアル・インタフェー

スがIIC0の場合) 

void IIC0_SlaveHandler(void) 
{ 

･･･ 
if (TRC0 == 1U) 
{ 

if (ACKD0 == 0U) 
        { 

IIC0_SlaveErrorCallback(MD_NACK); 
        } 

else 
        { 

if (gIic0TxCnt > 0U) 
            { 

IIC0 = *gpIic0TxAddress; 
gpIic0TxAddress++; 
gIic0TxCnt--; 

            } 
else 

            { 
IIC0_SlaveSendEndCallback(); 
WREL0 = 1U; 

            } 
        } 
    } 
} 

if ((ACKD0 == 0U) && (gIic0TxCnt != 0))
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4.2.5 イーサネット・コントローラ機能対応について 
 

コード生成は，イーサネット・コントローラ機能に対応していません。 

 

4.2.6 IEBusコントローラ機能について 
 

コード生成は，IEBusコントローラ機能に対応していません。 

 

4.2.7 CANコントローラ機能について 
 

コード生成は，CAN機能に対応していません。 
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第5章  制限事項 

本章では，V850 コード生成 の制限事項について説明します。 

5.1 制限事項一覧 
該当するコード生成 

V
850E

S
/JX

3 

V
850E

S
./Jx3-E

 

V
850E

S
/Jx3-H

 

V
850E

/S
x3-H

 

No. 内容 

V
1.00.01

V
 1.00.01

V
1.00.01

V
1.00.01

1 MISRA-Cのコーディング規約対応について ○ ○ ○ ○ 

 ○：対象項目，／：機能対象外 

 

 

5.2 制限事項詳細 
5.2.1 MISRA-Cのコーディング規約対応について 

 

コード生成から出力されるソース・コードは，自動車向け組み込みC言語用ガイドラインMISRA-Cのコー

ディング規約に対応していません。 
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第6章  ドキュメント訂正 

本章では，CubeSuite+のドキュメントの訂正について説明します。 

また，Help にも同様の内容が記載されておりますので，ドキュメントと同様に読み替えてください。 

 

6.1 V850 設計編のドキュメント訂正事項 
V850 設計編（資料番号：R20UT0549JJ0100）のドキュメントの訂正について説明します。 

 

6.1.1 コード生成機能の特徴に関する説明変更 
 

【場 所】 10 ページ 

【変更前】 - なお，コード生成から出力されるソース・コードは，自動車向け組み込み C 言語用ガイド

ライン MISRA-C のコーディング規約に対応したものとなっています。 

【変更後】 - なお，コード生成から出力されるソース・コードは，自動車向け組み込みC 言語用ガイド

ラインMISRA-Cのコーディング規約に対応する予定です。 
 

 

すべての商標および登録商標は，それぞれの所有者に帰属します。 
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